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法令に限らず広く社会のルールを守り、 
倫理的に行動します。
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米国の海外腐敗行為防止法（Foreign Corrupt Practice Act）は、外
国公務員への賄賂を禁止する規程で、Nittoグループのような米国内に
現地法人を有する企業も適用の対象となります。また、個人としてもそ
のような行為は禁じられています。

Nittoグループの「ビジネス行動ガイドライン」には、公務員との関係に
ついて留意すべきことを明記しており、この問題について勉強会を実施
するなど遵守に向けた取組みを行っています。

FCPA遵守への取組み

コンプライアンスの仕組みと運用

事 業 の グ ロー バ ル 化 が 進 み 、

Nittoグループで働く人々の多様性

が増大しています。とはいえ、文化、

習慣、地域の違いがあっても、一定

レベルのコンプライアンスを徹底さ

せることは必要不可欠と考えます。

Nittoグループでは、CEOのコミッ

トメントに始まる「ビジネス行動ガ

イドライン」を16言語で発行し、全

従業員に配付・説明して遵守意識を高めています。

さらに、通報システムや監査によっていち早く問題を検出

することで未然防止や早期解決を図り、研修などを通じて再

発防止に努めています。

毎年開催される管理職CSRワークショップは、「コンプライ

アンス・リスクアンケート」の結果や実例をもとに管理職一人

ひとりがコンプライアンスについて考える場となっています。

2013年度は、世界29か国、計128拠点で開催、2,120人の

管理職が参加しました。

CEOの…
コミットメント

『ビジネス行動ガイドライン』に
CEOのコミットメントを明記

全従業員へ…
徹底

『ビジネス行動ガイドライン』を、 
世界のNittoグループ従業員に 
配付・説明

問題の検出
内部統制監査や通報システム、 
アンケートなどにより 
問題を検出

未然防止・…
早期解決

各委員会の調査・審議を経て 
対応を決定

再発防止・是正 専門部署による指導や研修を 
通じて問題を是正

企業倫理に関する通報システム

法令違反や倫理問題の早期発見を目指して、CSR統括部

に直接報告・相談する窓口や第三者機関を介する通報シス

テムを設けています。これらを通して2013年度の通報は

14件あり、通報者全員を保護した上で解決を図りました。

Nitto グループ
ビジネス行動ガイドライン

CSRワークショップで情報を共有して認識を高めている 
（中国華東エリアのワークショップにて）

「ビジネス行動ガイドライン」


